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・このカタログはエコマーク認定の用紙を使用しています。 
・このカタログは100％再生紙を使用しています。 

■掲載製品は医療機器ではありません。 

製品に関する情報についてはRadiForce専用サイトで 

����������	
���
��������
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福岡営業所 092-715-7706　　北陸営業所  076-277-6790

営業1部メディカル課 
03-5715-2014

大阪府立泉州救命救急センターは、大阪府南部地域における救

急医療の中核として、重症患者の急性期医療を行っています。 

こうした救急医療体制をとる医療機関は三次救急医療施設と

呼ばれ、治療を受ける患者は他の医療機関からの紹介や、救急

隊の判断によって搬入されています。つまり、プロ向けの専門

施設として、救急業務に携わる諸機関からの受け皿となり、よ

り高度な救急医療を提供する使命を担っているのです。そのた

め、いかなる時間帯でも重症患者の治療が行えるよう、救急医

学専門の医療スタッフが24時間体制で診療にあたっています。

また、同センターは関西国際空港に近接しているため、航空機

事故などの集団災害に備えて、地域医師会、消防等の諸機関と

協力して迅速に対応できる体制も整えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立泉州救命救急センターでは、ナ

ナオの『RadiForce』医用画像表示モニタ

ーを導入し、過去10年分の画像をすべて

簡単に閲覧できるようにしています。液

晶モニターの導入でフィルムレス環境を

整えようとした背景について、横田順一

朗所長は「フィルムを出すという非効率

的な運用をするより、デジタルで保存し

て診断に使う。近い将来、医療の仕組み

はこのように大きく変わっていきます。

当センターでは、こうした変化に事前に

対応すべく実現したのです」また、同セ

ンターは約11年前に設立されましたが、

設立当時からすべての画像をデジタル化

して保存するというコンセプトのもと、

医療活動をスタートさせたといいます。

しかし、画像をデジタル化して保存して

も、病院の中で先生方が見たい時に画像

をリアルタイムに見ることができるシス

テムは当時ありませんでした。また、

CRTモニターは当時、高価であったため

導入台数は少なく、表示速度が遅いとい

う状況にありました。ですが、最近はC R 

Tモニターが液晶モニターに変わり、高速

表示が可能となり、なおかつ廉価で台数

を揃えられます。このようにインフラが

整うことでフィルムレス環境が実現でき

るようになると、フィルムを運ぶという

作業はなくなり、撮影後すぐに医師の元

へデータを送ることができます。このよ

うに、先生が見たい時に院内のどの部署

からでも、すぐに画像を見ることができ

る。こうした技術力・インフラの進歩に

よって、横田所長はやっとフィルムレス

環境が実現できたといいます。「モニター

はナナオを選びました。ナナオを選んだ

理由は、画質で10bit表示が可能な高性能

液晶モニターをラインナップしていた点

ですね。10bit表示できる液晶モニターを、

院内の要所要所に配備し、先生方に精度

の高い診断をして欲しいという気持ちが

ありましたから。そのためには、高画質・

高精度の表示が可能な液晶モニター製品

を探していたところ、ナナオのモニター

を使ってシステムを構築しようというこ

とになったのです」（横田所長） 

 

 

 

 

 

では、泉州救命救急センター内でフィル

ムレス環境は、どのように活用されてい

るのか、見ていくことにしましょう。ま

ず、レントゲンなど撮影の直後から、ド

クターはすぐにフィルム・撮影結果を見

たいもの。ですが、ドクターは初療集中

治療室や外来、インテンシブケアユニッ

トを離れることができません。 

また読影では、撮影したレントゲン写真

だけでなく、過去のレントゲン写真との

比較も必要になってきます。そうなると、

過去のレントゲン写真を数多くの写真の

中から選び出して、シャーカステンにか

けて見るという手間が生じます。救命救

急センターでは迅速性を要求されるので、

こうした無駄はドクターにとって省きた

い手間なのです。ところが、PACS（医用

画像ネットワークシステム）を導入すれ

ば、処置をしている現場にいながら、レ

ントゲン写真をすぐに閲覧できますし、

ストックされた過去のレントゲン画像の

中から必要なものをピックアップして比

較することもできます。「PACSは非常に

有用なのですが、細かいレントゲンの所

見を読みますので、それに耐えうる画像

を提供できる画質が要求されます。そこ

で、高画質な液晶モニター製品を探して

いたところ、ナナオのモニターを使って

システムを構築しようということになっ

たのです」（坂下恵治技師長）また、同セ

ンターの仕事は30床の入院患者様の診療

だけでなく、臨床データを使った数多く

の業務を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、過去の患者様の様々なレントゲ

ン写真を保存・活用することで臨床デー

タを集め、一定の傾向を見いだして新し

いエビデンスを作り出すというのも同院

の大事な責務です。「我々はトラウマの分

野では、日本の最先端をリードしている

という自負があります。そのため、今ま

で蓄積した様々な画像を分析して発表す

るために、レントゲン庫に分散して保管

している膨大なレントゲン写真を、患者

様のリストから1枚づつひっぱり出してく

るとなると、大変な作業です。そこで、

サーバーの中に全部の画像をストックし、

自分たちが必要な患者様のデータを抜き

出して、自分のデスクやビューアーの置

いてある場所で見ることができるという

のは、学術的にも非常に有用なのです」

（松岡哲也副所長）さらに同院のカンファ

レンスは、今までであればシャーカステ

ンをたくさん配置し、フィルムをたくさ

ん並べて、複数の医師で漏れのないよう

協力して読影を行っていました。ところ

が今回、環境を液晶モニターに変える時

も、比較読影を行えるようにビューイン

グシステムはモノクロ6面、カラー2面と

いうシステムを実現しています。通常の

ビューイングシステムは液晶モニター2面

が普通なのですが、アナログの時のよう

に数多くの画像を表示し、複数の先生方

みなさんの目で見ていただくのが狙いで

す。「今後、先生方の科学的な検証をふま

えて、ビューイングシステムは検証しし

ていきたいと考えています。1人や2、3人 

といった少人数で、レントゲン画像を1枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1枚ゆっくり読影するのであれば、モニタ

ーは1面か2面で十分いけます。ですが、

カンファレンスとなると多人数の医師が

同時に見ますので、個々の先生によって

見たいポイントが違うことがかなりあり

ます。これがカンファレンスの意義でも

あるのですが、たくさんの視点で同時に

見ると、様々な意見が出て、患者さんの

病態をきちんと評価して治療ができる。

そのため、2面では先生方の要望に応える

ことができないので、モノクロ6面、カラ

ー2面という多面によるカンファレンスを

行っています」（横田所長） 

 

 

 

 

 

「ナナオといえば、デザインや印刷業界で

はディスプレイの標準として、世界でも

有名なメーカーです。今まで私たちは

CT・MRI・CRといった放射線の画像はす

べてグレイスケール・モノクロ画像で扱

っていたのですが、今この病院で運用し

ているのは、超音波のカラー画像もあれ

ば、デジタルカメラのカラー画像もあり

ます」（坂下技師長）患者様の役に立つ画

像は、同センターではすべてサーバーに

保管し、一元管理を行っています。そう

なるとディスプレイは、モノクロのみの

性能を追うのではなく、カラーディスプ

レイの正確な色再現、高精細な画像表現

も要求されてきます。「その点で、私自身

はナナオしかなかったと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですから、すべてのビューイングシステ

ムはモノクロディスプレイとカラーディ

スプレイがセットになって、RGB信号の

画像はすべてカラーモニターに表示され

るようにしています。この環境をナナオ

の液晶ディスプレイで実現したかったの

です」（松岡副所長） 

また同院では、液晶モニターの導入にあ

わせて、モニター品質管理ツール『RadiC-

S』およびネットワーク品質管理ソフトウ

ェア『RadiNET』も導入しています。「す

べてのモニターの管理情報が入ってくる

システムは、大変楽だと思います。各モ

ニターがある場所まで行ってチェックす

るのは、この病院規模であればできるこ

とかもしれませんが、継続的に行うのは

厳しいですね。こうした点で、ソフトウ

エアでモニターの品質を一元管理できる

ソフトウェアは、将来的にとても恩恵を

こうむるだろうと思っています。品質管

理は大変大事ですからね」（坂下技師長） 

同病院では14台のビューアーを導入して

いますが、部署によって使用頻度にムラ

があるため、モニターの劣化を知るには、

やはり管理が必要だと言います。『RadiN-

ET』と『RadiCS』を導入することで、モ

ニターのテストを定期的に必ず行うこと

ができます。「キャリブレーションの機能

も充実していますし、なおかつモニター

の品質データはサーバー上できちんと管

理してくれるので、大変重宝しています」

（坂下技師長） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医用画像はデジタルで 
保存して診断に使いたい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モノクロ６面、カラー２面の 
ビューイングシステム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『RadiNET™』と 
『RadiCS™』を導入 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フィルムレス環境導入の背景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PACS導入のメリット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モニター品質の一元管理 

 

 

DICOM 
サーバ 

CT

DSA

US

Endoscope

医師室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G22-CL-P

ICU 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G22-CL-P

PACS室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P 
（RadiNETインストール） 

初療集中治療室 
FlexScan L551-BK、RadiCS 
RadiForce R12

Angio室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P 

カンファレンス室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G31-S-P

手術室1 
FlexScan L363T-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P

CT室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P 

カンファレンス室 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P 

病棟詰所 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G22-CL-P  

診療室 
FlexScan L363T-BK、 
FlexScan L367-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P

手術室2 
FlexScan L363T-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P

診療室 
FlexScan L363T-BK、 
FlexScanL367-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P 

ICU詰所 
FlexScan L768-BK、RadiCS 
RadiForce G20-S-P

Digitizer

● 大阪府立泉州救命救急センター 
大阪府南部地域における救急医療の中核
として、重症患者の急性期医療を担ってい
ます。いかなる時間帯でも重症患者の治療
が行えるよう、救急医学専門の医療スタッ
フが24時間体制で診療にあたっています。 

移行期のため、液晶モニターとシャーカステンが
まだ併設されていました。 

大量の画像が発生するCT・MRI・CRといったモ
ダリティは、フィルムレスによるメリットは大きい。 

手術室内も、主に液晶モニターを使用。シャー
カステンはほとんど使わなくなりました。 

カンファレンスルームには、モノクロ6面、カラー
2面のビューイングシステムを導入。 




